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4（２０１０年３月）

　

東
御
市
の
市
税
や
料
金
を
４
月

か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
以

下
、
コ
ン
ビ
ニ
）
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今

ま
で
の
金
融
機
関
や
市
役
所
で
の

窓
口
納
付
に
加
え
、
コ
ン
ビ
ニ
で

は　

時
間
納
付
が
で
き
ま
す
。

２４

　

な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
て
い

た
だ
く
際
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
納
付
書
は
一
年
分

が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後

は
１
期
ご
と
に
１
枚
ず
つ
分
か
れ

た
納
付
書
に
な
り
ま
す
。
納
付
時

に
納
期
の
順
番
を
間
違
え
た
り
、

紛
失
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
で
き
る
の
は
、

平
成　

年
４
月
以
降
に
発
行
さ
れ

２２

た
納
付
書
で
、
バ
ー
コ
ー
ド
が
印

刷
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
以
前

に
発
行
さ
れ
た
納
付
書
は
コ
ン
ビ

ニ
納
付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
納

付
書
裏
面
記
載
の
金
融
機
関
等
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
市
県
民
税

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

介
護
保
険
料

保
育
料

住
宅
使
用
料

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
受
信
料

と
う
み
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料

（
上
下
水
道
料
金
は
す
で
に
コ
ン

ビ
ニ
納
付
が
で
き
ま
す
）

※
給
料
や
年
金
か
ら
自
動
的
に
引

か
れ
る
も
の
（
特
別
徴
収
）
は
除

き
ま
す
。

　

下
の
コ
ン
ビ
ニ
の
各
店
舗
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
平
成　

年
１
月
現
在
）

２２

エーエム・ピーエム、エブリワン、ＭＭＫ設置店、くらしハウス、ココストア、コミュニティ・ストア、

サークルＫ、サンクス、スパー北海道、スリーエイト、スリーエフ、生活彩家、セイコーマート、セーブ

オン、セブン‐イレブン、タイエー、デイリーヤマザキ、ハセガワストア、ファミリーマート、ポプラ、

ミニストップ、ヤマザキデイリーストアー、ローソン　（５０音順）

納
付
書
の
例 

・
平
成　

年
３
月　

日
以
前
に
発
行
さ
れ
た
納
付
書
や
督

２２

３１

促
状

・
コ
ン
ビ
ニ
取
扱
期
限
が
過
ぎ
た
納
付
書

・
納
付
書
１
枚
あ
た
り
の
金
額
が　

万
円
を
超
え
る
も
の

３０

・
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
納
付
書

・
破
損
、
汚
損
な
ど
に
よ
り
、
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
な
い
納
付
書

・
金
額
を
訂
正
し
て
い
る
納
付
書

　

な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
な
い
場
合
で
も
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
金
融
機
関
等
で
納
付
が
で
き
ま
す
。



5

とうみ

（２０１０年３月）

　
　
　
　

時
間
い
つ
で
も
納
め
ら

２４

　
　

れ
る
の
で
す
か
？

　
　
　

納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
コ

　
　

ン
ビ
ニ
取
扱
期
限
内
で
あ
っ

て
、
ご
利
用
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
の

営
業
時
間
内
で
し
た
ら
、
曜
日
に

関
係
な
く　

時
間
い
つ
で
も
納
付

２４

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
付
書

に
記
載
さ
れ
た
税
額
等
以
外
に
、

振
込
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
す
る
際
、

　
　

小
切
手
で
納
付
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
か
？

　
　
　

コ
ン
ビ
ニ
で
は
現
金
の
み

　
　

の
納
付
と
な
り
ま
す
。
小
切

手
や
カ
ー
ド
、
商
品
券
等
で
は
支

払
え
ま
せ
ん
。

　
　
　

バ
ー
コ
ー
ド
が
表
示
さ
れ

　
　

て
い
な
い
納
付
書
は
、
コ
ン

ビ
ニ
で
納
付
で
き
な
い
の
で
す

か
？

　
　
　

バ
ー
コ
ー
ド
が
表
示
さ
れ

　
　

て
い
な
い
納
付
書
は
、
コ
ン

ビ
ニ
で
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

納
付
書
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る

金
融
機
関
等
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

納
付
書
１
枚
あ
た
り
の
納

　
　

付
額
が　

万
円
を
超
え
て
い

３０

ま
す
が
、
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き

な
い
の
で
す
か
？

　
　
　

防
犯
上
の
理
由
か
ら
、「
納

　
　

付
書
１
枚
あ
た
り
の
金
額
が

　

万
円
を
超
え
て
い
る
も
の
に
つ

３０い
て
は
取
り
扱
い
を
行
わ
な
い
」

こ
と
を
コ
ン
ビ
ニ
各
社
に
よ
り
取

り
決
め
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、　

万
円
を
超
え
る
納
付

３０

書
に
は
バ
ー
コ
ー
ド
を
印
刷
し
て

い
ま
せ
ん
。

　
　
　

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
し
た
あ

　
　

と
、
市
役
所
窓
口
で
「
納
税

証
明
書
」
を
申
請
し
ま
し
た
が
、

「
未
納
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
き

ち
ん
と
納
付
し
た
の
に
な
ぜ
で
す

か
。

　
　
　

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
い
た
だ

　
　

い
た
場
合
に
は
、
東
御
市
で

納
付
の
確
認
が
で
き
る
ま
で
２
〜

３
週
間
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
後
、
す
ぐ
に
納

税
証
明
書
等
を
必
要
と
す
る
方
は
、

お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
証

明
書
を
発
行
す
る
市
役
所
窓
口
へ

領
収
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
金
融
機
関

等
で
納
付
さ
れ
た
場
合
も
そ
の
確

認
ま
で
に
は
日
数
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
領
収
書
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

　
　
　

バ
ー
コ
ー
ド
が
表
示
さ
れ

　
　

た
納
付
書
を
紛
失
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
再
発
行
し
て
も
ら
え

ま
す
か
？

　
　
　

納
付
書
を
再
発
行
し
ま
す

　
　

の
で
、
税
務
課
ま
た
は
料
金

担
当
課
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
　

第
２
期
分
を
納
め
る
と
こ

　
　

ろ
、
間
違
っ
て
第
３
期
の
納

付
書
で
納
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

第
３
期
の
納
付
書
で
納
付

　
　

さ
れ
た
場
合
は
、
第
３
期
分

と
し
て
収
納
し
ま
す
。
還
付
し
た

り
ほ
か
の
納
期
へ
振
り
替
え
を

行
っ
た
り
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ

ら
た
め
て
第
２
期
分
を
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
際
、
第
２
期
分

の
取
扱
期
限
が
過
ぎ
て
お
り
ま
す

と
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
付
で
き
ま

せ
ん
。
納
期
限
後　

日
を
過
ぎ
ま

２０

す
と
督
促
状
が
発
送
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

納
め
忘
れ
て
い
た
ら
督
促

　
　

状
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
納
め
た
ら
よ
い
で
す

か
。

　
　
　

バ
ー
コ
ー
ド
が
表
示
さ
れ

　
　

た
督
促
状
で
し
た
ら
コ
ン
ビ

ニ
で
納
付
が
で
き
ま
す
。
督
促
状

が
発
行
さ
れ
た
場
合
は
、
税
額
等

に
督
促
料
１
０
０
円
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

　

「
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
に
行

け
な
い
」「
納
期
限
を
忘
れ
て
し
ま

い
そ
う
」
と
い
う
方
に
は
、
口
座

振
替
が
お
勧
め
で
す
。
振
替
手
数

料
が
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
納
め
忘

れ
を
防
ぐ
便
利
な
納
付
方
法
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
口
座
が
あ
る
次

の
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
税
務

課
で
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
記

入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
、
通
帳
と
届
出
印
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
振
替
は
、
納
期
月
の
最

終
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場

合
は
翌
営
業
日
）
に
振
替
え
ら
れ

ま
す
。
手
続
き
を
す
る
と
、
廃
止

や
変
更
の
手
続
き
を
し
な
い
限
り

継
続
さ
れ
ま
す
。
口
座
の
残
高
が

不
足
し
て
い
ま
す
と
振
替
え
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
振
替
日
の
２
〜
３

日
前
に
は
残
高
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

取
扱
金
融
機
関
一
覧

●
信
州
う
え
だ
農
業
協
同
組
合
●

八
十
二
銀
行
●
佐
久
浅
間
農
業
協

同
組
合
●
三
井
住
友
銀
行
●
上
田

信
用
金
庫
●
長
野
県
信
用
組
合
●

長
野
銀
行
●
長
野
県
労
働
金
庫
●

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

○
問
い
合
わ
せ
先

　
　

税
務
課
収
税
管
理
係

　
　

�　

－

１
１
１
１

６２

　
　
　

（
内
線
１
１
８
１
）

便
利
で
安
心
な

「
口
座
振
替
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
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市
で
は
、
民
間
企
業
会
計
の
「
発
生
主
義
」

「
複
式
簿
記
」
等
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
財

務
書
類
を
作
成
し
、
い
ま
ま
で
分
か
り
に
く

か
っ
た
借
金
の
状
況
や
ソ
フ
ト
事
業
に
使
っ
た

費
用
な
ど
を
公
表
す
る
取
り
組
み
を
平
成　

年
２０

度
決
算
よ
り
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
、
財
政
状
況
を
説
明
す
る
方
法
と
し
て
、

現
金
の
収
入
お
よ
び
支
出
を
管
理
す
る
「
現
金

主
義
」
に
よ
る
決
算
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た

税
金
や
国
や
県
の
補
助
金
な
ど
の
「
現
金
」
を
、

そ
の
年
に
必
要
な
事
業
な
ど
に
し
っ
か
り
活
用

し
支
出
し
た
こ
と
を
正
確
に
示
す
た
め
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
に
は
道
路
や
公
共
施
設
等

の
『
資
産
』
が
あ
り
、
一
方
で
資
産
を
建
設
す

る
た
め
に
借
金
を
し
た
『
負
債
』
も
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
公
表
し
て
き
ま
し
た
決
算
の
情
報
だ
け

で
は
分
か
り
に
く
い
、
資
産
（
財
産
）
や
負
債

（
借
金
）
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
分
析
指
標

の
説
明
を
交
え
て
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

　

財
務
書
類
に
は
『
貸
借
対
照
表
（
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
）』
と
『
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
』、『
純

資
産
変
動
計
算
書
』、『
資
金
収
支
計
算
書
』
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、『
貸
借
対
照
表
』
と

『
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
』
を
解
説
し
て
い
き
ま

す
。
な
お
、
今
回
の
財
務
書
類
は
市
の
各
種
会

計
に
加
え
、
土
地
開
発
公
社
な
ど
の
関
係
団
体

を
含
め
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

貸
借
対
照
表
は
、
資
産
と
そ
の

資
産
に
対
す
る
負
債
（
借
金
）、
及

び
負
担
済
み
の
純
資
産
の
３
つ
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

上
記
の
表
を
市
民
１
人
当
た
り

に
す
る
と
、
右
表
の
と
お
り
１
人

当
た
り
３
８
５
万
円
の
財
産
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
１
５
４
万
円
が
借

金
と
な
り
ま
す
。

　

東
御
市
は
金
額
的
に
は
大
き
い

借
金
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
見

合
う
資
産
が
あ
り
、ま
た
、こ
れ
ま

で
の
世
代
が
残
し
て
く
れ
て
い
る

純
資
産
も
多
く
計
上
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

市民１人当たりの…

資産　 385万円

負債　 154万円

純資産　 231万円

 （財産）

 （借金）

平
成

年
度
決
算

２０

　

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
しししししししししししししししししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
にににににににににににににににににににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
析析析析析析析析析析析析析析析析析析析析析析析析析析析析析析析析
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標
をををををををををををををををををををををををををををををををを
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
しししししししししししししししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

新
し
い
公
会
計
制
度
に
よ
る
分
析
指
標
を
公
表
し
ま
す
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行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
資
産
形
成
に

結
び
付
か
な
い
、
行
政
等
の
運
営
費
用
を

分
析
す
る
た
め
の
財
務
書
類
で
す
。
最
も

大
き
い
コ
ス
ト
は
、
高
齢
者
福
祉
な
ど
の

社
会
保
障
給
付
と
い
っ
た
移
転
収
支
的
な

コ
ス
ト
で
、
近
年
ま
す
ま
す
そ
の
割
合
を

高
め
て
い
ま
す
。
次
に
大
き
い
の
は
物
に

か
か
る
コ
ス
ト
で
す
が
、
こ
こ
に
は
減
価

償
却
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

道
路
や
施
設
等
の
耐
用
年
数
に
よ
り
、
資

産
価
値
が
目
減
り
し
た
分
を
コ
ス
ト
と
し

て
と
ら
え
た
も
の
で
す
。

  
★
分
析
指
標 

　

将
来
世
代
負
担
比
率　

・
7
％

３７

 　

（
地
方
債
残
高
３
８
１
億
２
、 ８
0
0
万

　

円
÷
公
共
資
産
１
、
０
１
２
億
1
、
６
0

　

0
万
円
）

　

道
路
や
公
共
施
設
は
将
来
の
世
代
の
方

に
も
利
用
い
た
だ
く
施
設
で
す
の
で
、
建

設
の
一
部
費
用
の
負
担
を
し
て
も
ら
う
割

合
を
示
し
て
い
ま
す
。
平
均
値
は　

〜　
１５

４０

%
※
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
額
対
資
産
比
率
4
・
７

　

（
資
産
合
計
１
、
２
０
１
億
８
、
８
0
0

　

万
円
÷
歳
入
総
額
２
５
５
億
１
、 ７
0
0

　

万
円
）

　

歳
入
総
額
に
対
す
る
資
産
の
比
率
を
表

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
形
成
さ
れ
た
資

産
は
何
年
分
の
歳
入
に
あ
た
る
か
表
示
し

て
い
ま
す
。
東
御
市
は
4
・
７
年
分
の
歳

入
に
相
当
す
る
資
産
が
蓄
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
平
均
値
は
3
・
0

〜
7
・
0
※
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
政
コ
ス
ト
対
公
共
資
産
比
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
７
%

２２

 　

（
経
常
行
政
コ
ス
ト
２
２
９
億
６
、 ７
０

　

０
万
円
÷
公
共
資
産
１
、 ０
１
２
億
1
、 ６

　

0
0
万
円
）

　

ソ
フ
ト
事
業
で
あ
る
行
政
コ
ス
ト
と
、

ハ
ー
ド
事
業
で
あ
る
公
共
資
産
の
割
合
を

み
る
こ
と
で
、
財
源
配
分
の
バ
ラ
ン
ス
が

分
か
り
ま
す
。
道
路
や
施
設
な
ど
の
ハ
ー

ド
も
市
民
生
活
に
は
重
要
で
す
が
、
一
方

で
社
会
福
祉
給
付
や
各
種
団
体
へ
の
補
助

金
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
事
業
も
大
切
で
す
。

平
均
値
は　

〜　

%
※
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

１０

３０

※
指
標
及
び
平
均
値
は
、「
新
地
方
公
会

計
制
度
の
徹
底
解
説
」（
監
査
法
人
ト
ー

マ
ツ
編
著
）
か
ら
抜
粋

 
★
実
質
的
な
負
債 （
借
金
） は

　
   
市
民
１
人
当
た
り　

万
円 

８８

　

東
御
市
の
負
債
（
借
金
）
は
、
貸
借
対

照
表
の
と
お
り
4
8
0
億
5
0
0
万
円
で

す
。
し
か
し
、
借
金
返
済
に
対
し
て
今
後

国
か
ら
地
方
交
付
税
と
し
て
交
付
が
見
込

ま
れ
る
2
0
3
億
円
や
、
借
金
返
済
の
た

め
の
積
立
金
が
1
億
6
0
0
万
円
あ
り
ま

す
の
で
、
実
質
的
な
負
債
（
借
金
）
は
2

7
5
億
9
、
9
0
0
万
円
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
民
1
人
当
た
り
で
は
約　

万
８８

円
の
借
金
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
借
金
に
対
す
る
資
産
も
市
民
1
人

当
た
り
で
は
約
3
8
5
万
円
あ
り
ま
す
の

で
、
将
来
世
代
へ
過
大
な
借
金
を
残
し
て

い
る
状
況
で
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

財
政
係
窓
口
に
は
、
詳
細
が
分
か
る
説

明
用
の
冊
子
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

総
務
課
財
政
係　

�　

－

５
８
０
５

６４
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『東御市青少年育成市民大会』を開催しました
　

1
月　

日
、
文
化
会
館
サ
ン
テ

３０

ラ
ス
ホ
ー
ル
で
青
少
年
育
成
市
民

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
携
帯
電

話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ

ル
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
そ
の
指
針
と
な

る
提
言
の
発
表
の
ほ
か
、
実
践
発

表
や
講
演
、
先
に
募
集
し
て
き
ま

し
た
『
家
庭
の
日
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ

イ
コ
ン
テ
ス
ト
』
の
優
秀
作
品
の

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

提
言
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
全
戸

に
配
布
さ
れ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
・
学
校
・
地
域
・
行
政
が

一
丸
と
な
っ
て
、
ケ
ー
タ
イ
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

　
　
　
　
　

推
進
の
取
り
組
み

　

実
践
発
表
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
育

成
関
係
者
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事

業
者
で
構
成
さ
れ
る
『
東
御
市
ネ

ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
推
進
協
議

会
』
か
ら
、
ケ
ー
タ
イ
・
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
性
や
市
内
の
子

ど
も
た
ち
の
実
態
、
子
ど
も
た
ち

を
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
取

り
組
み
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

 
毎
日　

回
、

30

　

子
ど
も
を
ほ
め
て
く
だ
さ
い

　

講
演
は
、 〝
夜
回
り
先
生
〞
で
有

名
な
水
谷
修
氏
を
お
招
き
し
ま
し

た
。　

年
間
の
夜
回
り
（
深
夜
の

１８

繁
華
街
パ
ト
ロ
ー
ル
）
で
出
会
っ

た
子
ど
も
た
ち
の
事
例
か
ら
、
子

ど
も
社
会
の
歪
み
は
大
人
社
会
の

鏡
、
子
ど
も
た
ち
を
救
う
た
め
に

は
、
大
人
自
身
も
ゆ
っ
た
り
と
し

た
気
持
ち
を
も
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
を
家
族
ぐ
る
み
で
、
地
域
ぐ
る

み
で
褒
め
育
て
る
こ
と
が
必
要
だ

と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

『
家
庭
の
日
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
』

受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す 

■
最
優
秀
賞

 　

岩
下　

み
さ
よ 
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
八
重
原
）

■
優
秀
賞

　

坂
井　

真
由
美 
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
海
野
）

　

唐
澤　

宏
員 
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西　

宮
）

　

井
出　

日
菜
乃 
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
常　

田
）

　

蒲
原　

妙
子 
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
田　

沢
）

　

味
噌
仕
入
れ
は
家
の
大
切
な

年
中
行
事
で
す
。
年
齢
を
重
ね

て
き
て
、「
そ
ろ
そ
ろ
や
め
よ
う

か
ナ
」
と
一
言
も
ら
し
た
と
こ

ろ
、
若
い
嫁
さ
ん
が
、「
続
け
て

い
っ
て
。
教
わ
り
た
い
か
ら
」

と
言
う
の
で
す
。

　

孫
達
も
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て

に
ぎ
や
か
に
楽
し
く
頑
張
っ
て

く
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
原
料

の
大
豆
も
お
米
も
家
で
生
産
し

た
も
の
で
す
。

　

こ
の
時
期
に
合
せ
て
、
お
い

し
い
甘
酒
も
つ
く
り
ま
す
。
こ

れ
も
楽
し
み
で
す
。
こ
う
し
て

家
族
が
力
を
合
せ
て
お
味
噌
づ

く
り
が
出
来
る
こ
と
は
本
当
に

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

■
優
良
賞

　

渡
邉　

正
喜 
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
島
川
原
）

　

坂
本　
　

旬 
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市　

外
）

　

白
石　

幸
男 
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
上
田
）

　

井
出　

志
津
江 
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
之
尻
）

出
前
講
座
開
催
中

　

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
推
進

協
議
会
で
は
、
中
学
入
学
を
控
え

た
小
学
6
年
生
親
子
の
た
め
の
ネ

ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
出
前
講
座
を
開

催
中
で
す
。

　

入
学
す
る
か
ら
、
お
祝
い
だ
か

ら
と
安
易
に
携
帯
電
話
を
購
入
す

る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ケ
ー
タ

イ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
性

を
十
分
学
習
し
、
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ

シ
ー
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

生
涯
学
習
課
青
少
年
係

　
　

�　

－

５
８
８
５

６４
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東
御
市
保
健
補
導
員
会
だ
よ
り

　

東
御
市
保
健
補
導
員
会
で
は
、
地
域
で

の
健
康
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
み
、「
生

き
活
き
長
生
き
健
康
と
う
み
」
を
実
現
し

よ
う
と
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

上
小
保
健
補
導
員
等
研
究
大
会
で
市
の
活

動
を
寸
劇
で
発
表
す
る
と
い
う
大
行
事
が

あ
り
ま
し
た
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
前
で
話

す
と
い
う
事
は
経
験
し
た
く
て
も
な
か
な

か
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
素
晴
ら
し
い

体
験
を
し
ま
し
た
。

　

市
外
の
研
修
会
へ
も
参
加
す
る
な
ど
、

自
ら
が
学
び
実
践
す
る
機
会
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、

少
し
で
も
地
域
に
貢
献
し
、
勉
強
す
る
こ

と
で
自
分
自
身
、
そ
し
て
家
族
や
地
域
に

健
康
へ
の
取
り
組
み
が
伝
わ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

地
区
ご
と
の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

　

田
中
地
区
は
、
子
ど
も
が
他
地
区
と
比

較
し
て
多
い
こ
と
や
出
生
率
も
高
い
こ
と

も
あ
り
、
こ
こ
数
年
「
こ
ど
も
の
お
や
つ
」

を
テ
ー
マ
に
各
公
民
館
な
ど
で
教
室
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
お
母
さ
ん

た
ち
に
は
、
近
所
の
同
年
齢
の
子
供
を
持

つ
お
母
さ
ん
た
ち
と
交
流
が
す
る
こ
と
が

少
な
か
っ
た
の
で
、
良
い
機
会
に
な
っ
た

と
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

「
パ
ド
ル
体
操
」や「
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
」、

「
特
定
健
診
説
明
会
」
等
を
開
催
し
、
み

な
さ
ん
の
健
康
増
進
の
た
め
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

地
区
全
体
で
「
リ
ズ
ム
太
極
拳
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
本
場
の
太
極
拳
は
呼
吸

法
な
ど
に
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

が
、「
リ
ズ
ム
太
極
拳
」
は
気
楽
に
音
楽
に

合
わ
せ
て
動
け
る
の
で
、
終
わ
っ
た
後
は

と
て
も
爽
快
感
が
あ
り
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

「
東
洋
古
典
医
学
」と「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
東
洋
古
典
医
学

は
、
耳
慣
れ
な
い
内
容
で
し
た
が
、「
自
然

の
流
れ
、
自
然
の
サ
イ
ク
ル
を
大
事
に
す

る
」「
逆
ら
わ
ず
に
食
を
考
え
、
食
べ
て
い

く
こ
と
」
の
大
切
さ
を
知
り
、
引
き
続
き

学
び
た
い
と
の
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
は
、
優
雅
に
見
せ
る
こ
と
の

大
変
さ
、
柔
ら
か
な
雰
囲
気
を
体
験
し
、

思
っ
た
以
上
の
運
動
量
に
心
も
体
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
出
来
ま
し
た
。

　

「
脳
・
か
ら
だ
・
そ
し
て
心
い
き
い
き
と
」

を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
脳
に

つ
い
て
は
、
市
が
行
っ
て
い
る
「
脳
い
き

い
き
教
室
」
を
体
験
し
ま
し
た
。
保
健
補

導
員
O
B
会
が
寸
劇
を
披
露
し
、　

歳
の

８１

O
B
会
員
が
活
躍
す
る
姿
を
目
の
当
た
り

に
し
驚
き
と
感
激
を
し
ま
し
た
。

　

か
ら
だ
の
分
野
で
は
、
ヨ
ガ
教
室
を
行

い
ま
し
た
。

　

「
元
気
は
つ
ら
つ
・
自
分
磨
き
」
を
テ
ー

マ
に
、
補
導
員
自
ら
が
自
分
を
磨
い
て
健

康
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
よ
う
と
活

動
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
毎
日
必

ず
と
る
「
食
」
に
焦
点
を
お
い
て
、
市
で

行
っ
て
い
る
「
食
べ
方
見
直
し
塾
」
を
通

し
て
、
自
分
の
普
段
食
べ
て
い
る
量
や
塩

加
減
が
多
い
な
ど
に
気
付
け
た
良
い
体
験

と
な
り
ま
し
た
。
自
ら
学
ん
だ
こ
と
を
自

分
の
家
族
、
そ
し
て
近
所
に
広
め
て
い
け

る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
地
区
で
は
様
々
な
活

動
を
区
民
や
区
の
実
態
に
合
わ
せ
な
が
ら

計
画
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様

も
参
加
で
き
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
の
で
、
お
近
く
の
保
健
補
導
員
の
方
に

訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

田
中
地
区

滋
野
地
区

祢
津
地
区

和
地
区

北
御
牧
地
区

　 
私
た
ち
が
検
診
の
申
込
書
を

 
配
布
・
回
収
し
ま
す

　

み
な
さ
ん
の
お
家
に
、
平
成　

年
度
検

２２

診
の
申
込
書
の
取
り
ま
と
め
で
お
伺
い
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
平
成　

年
度
よ
り
制
度

２０

改
革
に
よ
り
健
診
の
制
度
が
変
わ
り
ま
し

た
。
特
定
健
診
の
義
務
化
（　

歳
か
ら　

４０

７４

歳
）
が
さ
れ
、
特
定
健
診
（
人
間
ド
ッ
ク
）

の
受
診
率
が
低
い
と
国
か
ら
の
補
助
金
が

減
ら
さ
れ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
是
非
、

1
年
に
1
回
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

3
月
上
旬
よ
り
緑
色
の
封
筒
に
入
っ
た

検
診
申
込
書
と
検
診
の
ご
案
内
を
配
布
致

し
ま
す
の
で
、
ご
記
入
頂
き
ま
し
て
、
ま

た
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

健
康
保
健
課
健
康
増
進
係

　
　

�　

－

８
８
８
３

６４

▲ヨガ教室のようす
▲調理実習であらためて食事を見直す
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新任の人権擁護委員を
紹介します

　前任委員の任期満了に伴い、１月から新たに人

権擁護委員になりました方を紹介します。

　祢津地区担当

　・ 土  屋 　 哲 夫   さん
つち や てつ お

　  　 　＜前任委員：山越　貞彦さん＞

　　

　　　　　　●問い合わせ先

　　　　　　　東部人権啓発センター　�64－5902

役所の閉庁時間が
変わります

平成22年4月1日より、
市役所の閉庁時間が

　午後5時30分から

　　　　　午後5時15分に
  かわります。

  お間違えのないようご理解とご協力を

  お願い致します。

  　なお、当面の間、窓口業務は午後５

  時30分まで行っております。

 　　　　●問い合わせ先　総務課総務係　�64－5876

 
市
議
会
第
１
回
臨
時
会

　
　

緊
急
経
済
対
策
等
に
関
す
る
補
正
予
算

　
　

約
１
億
８
３
０
０
万
円
可
決

　

２
月　

日
、
平
成　

年
市
議
会

１５

２２

第
１
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

国
に
お
い
て
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
明
日
の
安
心
と
成
長
の
た
め
の

緊
急
経
済
対
策
」
に
よ
り
創
設
さ

れ
た
「
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か

な
臨
時
交
付
金
」
と
し
て
、
当
市

へ
は
１
億
２
５
０
０
万
円
余
り
が

交
付
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
平
成　

年
度

２２

に
実
施
を
予
定
し
て
い
た
小
中
学

校
や
児
童
館
の
修
繕
、
道
路
や
排

水
路
の
整
備
、
温
泉
施
設
の
改
修

な
ど
の
公
共
事
業
を
前
倒
し
す
る

な
ど
、
約
１
億
８
３
０
０
万
円
の

補
正
予
算
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

事
業
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
質

議
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

   
市
長
あ
い
さ
つ （
抜
粋
）

　

デ
フ
レ
不
況
に
よ
る
経
済
の
停

滞
と
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
へ
の
危

惧
は
、
社
会
全
体
に
不
安
の
影
を

落
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
失
業
等
に
よ
り
生
活

が
著
し
く
苦
し
く
な
っ
た
皆
さ
ん

に
対
す
る
生
活
支
援
策
と
し
て
、

昨
年
暮
れ
に
は
「
緊
急
不
況
雇
用

対
策
窓
口
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
従
来
か
ら
の
諸
施
策
を
踏

ま
え
、
制
度
の
拡
充
や
新
た
な
対

策
を
検
討
し
、
各
種
の
相
談
に
細

や
か
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
公
共
施

設
に
係
る
事
業
が
中
心
で
、
切
れ

目
な
く
仕
事
量
を
確
保
し
地
元
事

業
者
の
受
注
に
配
慮
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
も
、
国
の
諸
対
策
を
見

据
え
、
雇
用
対
策
事
業
の
導
入
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
対
応
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲LED照明が増設される芝生広場ランニングコース

  
１
０
０
歳

　
 
おおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめ
ででででででででででで
ととととととととととと
ううううううううううう

ごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいい
ままままままままままま
すすすすすすすすすすす

　
　

―
健
康
、
長
寿
に
表
彰
―

　

市
で
は
、
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
た
方
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
た
び
、
表
彰
を
受
け
た
２

名
の
方
を
紹
介
し
ま
す
。

小
泉　

時
子
さ
ん （
田
沢
）

（
明
治　

年　

月　

日
生
）

４２

１２

２９

清
水　

う
め
さ
ん （
田
沢
）

（
明
治　

年
1
月
1
日
生
）

４３
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誕生日おめでとう！（ 3 月生まれ）

 小  池 　 咲 良   ちゃん （本海野）
こ いけ さく ら

（１歳、H２１．３．３生）

　お誕生日おめでとう。咲良の笑顔に毎

日いやされているよ。その笑顔で、いつ

までも周りの人を幸せにしてね。これか

らも元気で大きくなってね�

 小  川 　 璃 桜   ちゃん（大石）
お がわ り おん

（１歳、H２１．３．９生）

　いっぱい食べて遊んで、元気いっぱい

に１歳を迎えることができたね！和のお

じいちゃん、おばあちゃん、いつもたく

さん遊んでくれてありがとう���

 神  戸 　 陽 徳   くん （田中）
かん べ はる のり

（１歳、H２１．３．１生）

　周りの人をいやし、幸せにしてくれる

ハル君�１歳のお誕生日おめでとう�こ

れからもたくさん食べて、元気に大きく

なってね�

 佐  藤 　 遼 佳   くん （新張）
さ とう はる か

（１歳、H２１．３．６生）

　遼佳、１歳のお誕生日おめでとう。よ

く笑い、たくさん食べ、いつも元気な遼

佳。未来に向かって大きく羽ばたけ！

 池  田 　 春 一   くん （東上田）
いけ だ はる いち

（１歳、H２１．３．１生）

　はるくん、１歳おめでとう�食欲旺盛、

元気100倍で、すくすく育ってくれてあ

りがとう。芸やおしゃべり、最近ではあ

んよも上手に出来るようになって、成長

ぶりに驚かされます。大好きっ�

 渡  辺 　 陽 胤   くん（加沢）
わた なべ はる つぐ

 （１歳、H２１．３．２０生）

　お姉ちゃんに追いつけと何でも頑張る

陽。一歩一歩と歩き始め、いろいろ出来

るようになり日々成長だね�これからも、

たくさん泣いて甘えてその笑顔でみんな

の心をあたため癒し、太陽のように輝き

続けてね。１歳おめでとう。

 宮  下 　 裕 萌   ちゃん（大日向）
みや した ゆ め

 （１歳、H２１．３．１７生）

　泣き虫ゆめだったのが、今ではいたず

ら娘に大変身!!あっという間の１年だっ

たけど、ゆめはたくさん成長したね�こ

れからも元気にいっぱい遊んで大きく

なぁれ�

 塚  田 　 大 樹   くん（田中）
つか だ まさ き

 （１歳、H２１．３．３１生）

　甘えん坊で食いしん坊、そしてお姉

ちゃんに鍛えられ、たくましく成長して

いるまーちゃん�これからも元気いっぱ

い、仲良しの姉弟でいてね★

 西  川 　瑞
にし かわ

   希
みず

   ちゃん （伊勢原）
き

 （１歳、H２１．３．１０生）

　元気に１歳を迎えられたね！おめでと

う★瑞希と過ごす毎日がとっても楽しい

よ♪ゆっくりのびのび成長してね。

 関 　　 蒼 太   くん（リードリーくらかけ）
せき そう た

 （２歳、H２０．３．４生）

　いたずら大好き、踊りも大好きな蒼太。

毎日楽しませてくれてありがとう！お友

達といっぱい遊んで元気に大きくなって

ね�

 武  井 　 唯 乃   ちゃん（御牧台）
たけ い ゆ の

 （２歳、H２０．３．２４生）

　のんちゃん、お誕生日おめでとう★お

絵かきやリズムに合わせて踊ったり♪人

まねするのが大好き�これからも大好き

なお兄ちゃんと仲良くいっぱい遊んでね。

☆募集します!!☆　
（対象者４月生まれの３歳まで）
　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名
 （ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度
を添えて企画課広報担当までお送りください。記載漏れ
のあるものは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適
宜編集いたしますのでご了承ください。　締め切りは、
３月１２日 （金） 必着。
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第9話　給湯室にて
男女共同参画プラン推進委員会  

に
し
て
い
て
、
予
定
を
見
て
は
、
材
料

や
作
り
方
の
こ
と
を
話
題
に
し
た
り
、

試
合
の
ル
ー
ル
を
読
み
合
っ
た
り
し
て

当
日
を
待
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は
制
作

活
動
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
毎

回
子
ど
も
達
の
発
想
や
工
夫
に
驚
か
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
友
達
を
手
伝
う
姿
、

褒
め
合
う
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
行
事
が
遊
び
の
提
案
だ
け

で
な
く
、
新
し
い
友
達
づ
く
り
の
き
っ

か
け
や
よ
り
良
い
関
係
づ
く
り
に
繋

が
っ
て
い
く
よ
う
、
さ
ら
に
工
夫
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●材料（４人分、★：市内の食材）
ひき肉  …………………………………200g
玉ねぎ★  ………………………………１個

④ひき肉
の色が
変わっ
たら�
と カ
レー粉
を加え
炒める。

⑤カレー
粉がな
じんだら、刻んだカレールウと調味料
を入れてしばらく煮る。

⑥仕上げに刻んだくるみを入れ、混ざっ
たら火を止める。

＜審査員からのアドバイス＞
「シナモンを入れると、さらにおいしく
なります。」

にんにく★  …………………………２かけ
なす★  …………………………………２個
ピーマン★  ……………………………２個
エリンギ  ………………………………適量
くるみ★  ………………………………50g
カレー粉  …………………………大さじ１
カレールウ  …………………………２かけ
塩・コショウ  …………………………少々
ケチャップ・ソース  …………各大さじ２
サラダ油  ………………………………適量

�作り方
①玉ねぎとにんにくを一緒にフードプロ
セッサーにかける。

②ピーマン、エリンギ、なすをみじん切
りにし、なすは水にさらす。

③フライパンで油を熱し�を炒め、ひき
肉を加えさらに炒める。

  親子料理コンテスト
　　　 　入賞作品紹介④

食感がグーで賞

くるみ入夏野菜の　
　　　ドライカレー

　子どもがあまり好まないピーマ
ン・なすを細かくして、好きなカ
レー味に仕上げました。くるみの食
感も良いです。

　内山敏子・博勝（小５）さん

　

午
後
２
時
を
過
ぎ
る
と
、
子
ど
も
達

の
元
気
な
足
音
や
弾
け
る
よ
う
な
笑
い

声
に
児
童
館
は
包
ま
れ
ま
す
。
来
館
し

た
子
ど
も
達
は
、
ハ
ン
ド
ベ
ー
ス
や
竹

馬
、
か
る
た
、
砂
場
遊
び
な
ど
思
い
思

い
の
遊
び
を
楽
し
み
な
が
ら
放
課
後
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
す
。

　

児
童
館
で
は
こ
の
よ
う
な
自
由
遊
び

の
ほ
か
に
、
月
に
１
回
程
度
行
事
を
開

催
し
ま
す
。
１
年
生
を
迎
え
る
会
や
お

楽
し
み
会
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
、

ホ
ッ
ケ
ー
大
会
な
ど
の
集
会
や
運
動
、

数
珠
玉
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
や
洗
濯
バ
サ
ミ

鉄
砲
な
ど
の
制
作
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
話
し
の
会
や
お

手
玉
教
室
が
そ
の
内
容
で
す
。
子
ど
も

達
は
こ
れ
ら
の
行
事
を
と
て
も
楽
し
み

▲制作活動を熱心にとりくむ児童

▲運動が終わり仲良く記念撮影あなたの職場では、いかがですか？

おわび　２月号で紹介しました岩下香菜子さんは、小学校５年生でした。
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私
の
将
来
の
夢

　
　
　
　

東
部
中
学
校
二
年

　
　
 
原  
沢 　
 
優 
佳
   
　

は
ら 
さ
わ 

ゆ
う 

か

　

私
に
は
、
保
育
士
と
い
う
将
来

の
夢
が
あ
り
ま
す
。
親
が
仕
事
や

用
事
な
ど
で
自
分
の
子
ど
も
の
面

倒
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
、

か
わ
り
に
預
か
り
面
倒
を
み
る
と

い
う
仕
事
で
す
。

　

子
ど
も
の
頃
、
私
の
親
は
仕
事

に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
よ

く
保
育
園
へ
預
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
兄
弟
の
い
な
い
私
に
と
っ
て
、

保
育
園
は
友
達
の
た
く
さ
ん
居
る

と
て
も
楽
し
い
場
所
で
し
た
。

　

私
は
、
以
前
か
ら
絵
を
描
く
こ

と
が
好
き
で
、
ら
く
が
き
帳
を
広

げ
て
は
教
室
で
た
く
さ
ん
描
い
て

い
ま
し
た
。
そ
の
絵
一
枚
一
枚
に
、

先
生
は
上
手
だ
ね
、
と
い
つ
も
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
顔
も
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
、
色
も
は
み
出
し
て
い
る
、

決
し
て
う
ま
い
と
は
い
え
な
い
絵

だ
け
れ
ど
、
そ
れ
を
い
つ
も
見
て

く
れ
て
、
一
言
も
ら
え
る
こ
と
が

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
、
何
よ
り
そ
ん
な
先
生
が
大
好

き
で
し
た
。

　

自
分
の
誕
生
日
に
な
る
と
、
先

生
か
ら
誕
生
日
カ
ー
ド
が
届
き
ま

す
。
み
ん
な
と
の
写
真
と
カ
ー
ド

い
っ
ぱ
い
に
書
い
て
あ
る
私
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
。
表
紙
の
イ
ラ
ス
ト

が
い
つ
も
可
愛
く
て
、
も
ら
う
の

が
毎
年
楽
し
み
で
し
た
。
鬼
ご
っ

こ
や
だ
る
ま
さ
ん
が
転
ん
だ
な
ど
、

い
ろ
ん
な
遊
び
を
考
え
て
く
れ
て
、

お
か
げ
で
さ
み
し
い
思
い
を
す
る

こ
と
な
く
、
私
は
保
育
園
に
通
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
思
い
出
が
あ
っ
た

事
、
先
生
達
が
大
好
き
だ
っ
た
事

か
ら
私
も
保
育
士
に
な
り
た
い
と

強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
子
ど
も
の
頃
も
ら
っ
た
笑
顔

や
優
し
さ
を
、
今
度
は
私
が
夢
を

か
な
え
て
子
ど
も
達
に
届
け
た
い
。

―
―
立
志
式
を
機
に
さ
ら
に
強
く

感
じ
て
い
る
、
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　 
楽
し
く
で
き
た

　
　

ス
キ
ー
教
室

　
　
　
　

滋
野
小
学
校
六
年

　
 
太  
田 　
 
愛 
理
   
　

お
お 

た 

あ
い 

り

　

ス
キ
ー
教
室
で
私
は
上
級
だ
っ

た
の
で
、
午
前
、
午
後
と
す
べ

り
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
パ
ラ
レ
ル

タ
ー
ン
や
八
の
字
で
す
べ
っ
て
い

く
練
習
な
ど
を
し
ま
し
た
。
難
し

い
す
べ
り
方
は
、
な
か
な
か
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
少
し
ず

つ
で
き
る
よ
う
に
な
れ
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。
少
し
は
上
達
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
楽
し
い
ス
キ
ー

教
室
で
し
た
。

　  
植　

物

　
　
　
　

滋
野
小
学
校
六
年

　
 
寺  
島 　
 
千 
尋
   
　

て
ら 
し
ま 

ち 

ひ
ろ

　

う
ち
に
は
植
物
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
お

母
さ
ん
が
大
好
き
だ
か
ら
で
す
。

で
も
、
一
年
前
、
私
が
お
母
さ
ん

に
あ
げ
た
植
物
は
今
、
元
気
が
あ

り
ま
せ
ん
。「
き
っ
と
、
愛
が
た

り
な
い
ん
だ
。」
と
思
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
だ
き
し
め
ま
し
た
。
そ

う
し
た
ら
、
元
気
に
な
っ
た
よ
う

な
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　

も
っ
と
、
家
族
み
ん
な
の
い
る

近
く
に
置
い
て
見
守
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

　 
夢
を
見
つ
け
る
に
は

　
　
　
　

東
部
中
学
校
二
年

　
　
 
荒  
井 　
　

匠

あ
ら 

い

   
　
た
く
み

　

僕
は
ま
だ
、
将
来
の
夢
が
決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
。
小
学
校
の
頃
は
、

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り
た
い
と
い

う
大
き
な
夢
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
小
学
校
高
学
年
ご
ろ
か

ら
現
実
は
そ
ん
な
に
甘
く
は
な
い

こ
と
に
気
づ
き
は
じ
め
ま
し
た
。

　

僕
は
、
ど
う
す
れ
ば
自
分
に
あ

っ
た
職
業
を
見
つ
け
ら
れ
る
の
か

を
考
え
て
み
ま
し
た
。
そ
し
て
わ

か
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

自
分
の
得
意
な
事
を
生
か
せ
た
り
、

人
に
負
け
た
く
な
い
事
な
ど
を
頑

張
っ
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
職
業

に
す
れ
ば
、
人
に
負
け
た
く
な
い

と
思
う
気
持
ち
で
、
そ
の
仕
事
に

一
生
懸
命
に
う
ち
こ
め
る
と
考
え

ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
の
例
と
し
て
、
自
分

の
兄
で
す
。
僕
の
兄
は
、
小
・
中

・
高
と
野
球
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
自
分
の
大
好
き
な
野
球

を
や
っ
て
い
る
所
で
、
働
き
な
が

ら
野
球
の
練
習
も
す
る
、
と
い
う

所
に
行
き
た
い
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
今
、
兄
は
、
そ
の
夢

を
実
現
さ
せ
て
、
昨
年
度
全
国
で

準
優
勝
し
た
会
社
の
合
格
の
内
定

を
も
ら
い
ま
し
た
。
僕
は
そ
ん
な

兄
を
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
自
分
の
持
っ
た
夢
を
実
現
さ

せ
た
の
で
す
。
そ
ん
な
兄
を
見
本

に
し
て
、
僕
も
大
好
き
な
野
球
の

や
っ
て
い
け
る
会
社
に
入
り
、
長

距
離
が
得
意
で
体
力
に
自
信
が
あ

る
の
で
、
足
腰
を
使
う
、
そ
ん
な

職
業
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

兄
を
目
標
と
し
た
こ
の
目
標
。

「
絶
対
に
実
行
し
て
や
る
」
と
い

う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か

ら
も
そ
れ
に
あ
っ
た
高
校
に
行
き
、

自
分
の
決
め
た
こ
の
目
標
に
あ
っ

た
職
業
を
見
つ
け
て
、
人
に
喜
ば

れ
る
、
感
謝
さ
れ
る
、
そ
ん
な
仕

事
に
つ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
僕
は
絶
対
に
こ
の
目

標
に
向
か
っ
て
走
り
つ
づ
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
親
を
楽

に
さ
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

▲好天に恵まれ楽しかったスキー教室
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とうみ

◆
新
着
本
案
内
◆

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

お
は
な
し
は
ら
っ
ぱ
に
よ
る

３
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

３
月　

日 （
土
）
午
前　

時　

分
〜

２０

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容　

絵
本　

「
ね
え
だ
っ
こ
し
て
」

　
　
　
　

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
「
は
え
の
お
や
し
き
」

　
　
　
　

紙
芝
居
・
手
あ
そ
び　

他

３
月　

日 （
金
） は
、お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す

１２

�
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

 
図
書
館
発

    
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

図
書
館
だ
よ
り

３
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク

【
春
〜
出
会
い
と
別
れ
〜
】

　

も
う
春
で
す
ね
。
出
会
い
や
別
れ
の
季

節
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
季
節
に
ち
な

ん
だ
本
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。

�
仔
牛
の
春

　
　

五
味
太
郎：

作

偕
成
社

�
お
か
あ
さ
ん
と
さ
く
ら
の
木

柴
わ
ら
し：

作

田
中
清
代：

絵

ひ
く
ま
の
出
版

�
卒
業
の
歌
〜
ぼ
く
た
ち
の
挑
戦
〜

 

本
田
有
明：

作

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

　

校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
創
作
曲
で
挑
む
こ

と
に
な
っ
た
６
年
３
組
。
創
作
曲
の
作
詞
を
ま

か
さ
れ
た
翔
太
、
そ
し
て
、
作
曲
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
麻
里

絵
は
…
。
楽
譜

「
誕
生
日
の
贈

り
も
の
」「
卒
業

の
歌
は
出
会
い

の
歌
」
も
収
録
。

�
あ
ず
き
ち
ゃ
ん
の
か
ぼ
ち
ゃ
の
ま
ー
ち

 

木
本
常
爾：

作

東
洋
出
版

　

楽
し
さ
、
悲
し
み
、
驚
き
…
。
い
つ
の
ま
に

か
忘
れ
て
い
た
、
あ
の
こ
ろ
の
感
動
が
よ
み
が

え
る
。
冬
至
の
日
に
始
ま
っ
た
か
ぼ
ち
ゃ
の
反

乱
を
描
い
た
表

題

作

ほ

か
、

「
お
お
ぐ
つ
の

ま
っ
ち
ゃ
ん
」

「
か

な

と

こ

ぱ
っ
か
ー
ん
」

の
２
編
を
収
録

し
た
童
話
集
。

�
ぼ
く
の
だ
っ
こ

 

礒
み
ゆ
き：

作

ポ
プ
ラ
社

　

ぼ
く
を
�
だ
っ
こ
�
し
て
く
れ
る
の
は
、
あ

な
た
で
す
か
？
お
も
ち
ゃ
屋
の
棚
に
置
か
れ
た

く
ま
の
ぬ
い
ぐ
る

み
。
店
の
主
人
に

「
し
っ
か
り
だ
っ

こ
し
て
も
ら
う
の

よ
」
と
言
わ
れ
、

わ
く
わ
く
し
な
が

ら
そ
の
時
を
待
つ

が
…
。

　

市
立
図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
親
し
み
の

持
て
る
利
用
し
や
す
い
図
書
館
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
先
月
に
続
い
て
今
月

は
、「
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
活
動

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、
毎
月
第
三
土
曜
日
に

「
お
は
な
し
子
ど
も
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
の
お
は
な
し
会
は
「
和
こ
ど
も

文
庫
」「
お
は
な
し
た
ま
ご
」「
お
は
な
し

は
ら
っ
ぱ
」「
く
ま
の
子
」
の
４
団
体
に
交

替
で
受
け
持
っ
て
い
た
だ
き
、
影
絵
・
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
大
型
紙
芝
居
等
に
よ
り
、

お
子
様
は
も
ち
ろ
ん
大
人
も
楽
し
め
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
度
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
お

話
し
を
聞
き
に
来
ま
せ
ん
か
？

3月の休館日
（赤丸の日が　　　
　　　休館日です。）

土金木水火月日

65432�

131211109�7

2019181716�14

27�252423��

�30�28

東
御
市
立
図
書
館　

�　

－

５
８
８
６

６４

◆
一
般
書

�
図
説
幕
末
土
佐
の
群
像

　
　
　
　
 
…
… 
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
・
発

�
花
世
の
立
春
（
新
・
御
宿
か
わ
せ
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
 
…
… 
平
岩　

弓
枝
・
著

�
レ
イ
ト
ン
教
授
と
怪
人
ゴ
ッ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
 
…
… 
柳
原　
　

慧
・
著

�
ま
ね
き
通
り
十
二
景 
… 
山
本　

一
力
・
著

�
真
田
幸
村
の
生
涯 
…
… 
秋
月　

達
郎
・
著

◆
児
童
書

� 
龍
馬
の
夢
―
幕
末
動
乱
の
闇
を
ひ
ら
く
―

　
　
　
　
　
　
　
　
 
…
… 
小
西　

聖
一
・
作

�
妖
精
の
家
具
、
お
つ
く
り
し
ま
す

　
　
　
　
　
 
…
… 
あ
ん
び
る　

や
す
こ
・
作

�
い
た
ず
ら
ア
ラ
ミ
ン
タ
１

　
　

よ
う
こ
そ
キ
ミ
ワ
ル
ー
イ
屋
敷
へ

　
　
　
　
　
　
　
  
ア
ン
ジ
ー
・
セ
イ
ジ
・
作

�
は
る
の
つ
か
い
―
ゆ
き
の
た
ま
ご
―

　
　
　
　
　
　
 
…
… 
よ
こ
た　

み
の
る
・
絵

�
お
つ
き
さ
ま
こ
っ
ち
む
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
 
…
… 
片
山　
　

健
・
絵

▲大型絵本の読み聞かせのようす
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国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドバババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイススススススススススススススススススススススススススススススススス
平成22年度の国民年金保険料をお知らせします

4月分から保険料は 月額15,100円です。（年額181,200円）
●平成22年度の保険料１年前納、半年前納の金額は次のとおりです。

保険料の納付が困難なときは、免除・猶予の申請を
　国民年金保険料を納めることが経済的に困難な場合、申請することで被保険者本人、配偶者、世帯主の前年所

得額に応じて、保険料の納付が「全額免除」、「一部納付（一部免除）」または「納付猶予」される制度があります。

また、学生の方には「学生納付特例制度」があります。

　免除等の申請窓口は市役所国保年金係です。申請の際は、①年金手帳、②認め印、③学生証（学生の場合）を

お持ちください。

●退職（失業）による特例免除があります

　退職（失業）による特例免除とは、通常であれば審査の対象となる本人所得を除外して審査を行い、保険料の

納付が免除されるものです。（配偶者や世帯主に一定の所得があるときは、保険料免除が認められない場合があ

ります。）

　特例免除を希望する方は、上記の持ち物のほかに失業していることを確認できる公的機関の証明の写し （雇用

保険受給資格者証、離職票等） をお持ちください。

（※１）口座振替には、1カ月の前納制度（早割）があります。通常の振替日は翌月末ですが、

当月末の振替（早割）にすると月々の保険料が50円安くなります。

１年分６カ月分１カ月分納付方法

181,200円90,600円15,100円現金支払 （月々）

177,980円
【3,220円】

89,860円
【740円】

現金支払 （前納）
【割引額】

177,400円
【3,800円】

89,570円
【1,030円】

15,050円 （※1）
【50円】

口座振替 （前納）
【割引額】

●納付と免除・猶予と未納の違いは？

未　納
納付猶予 （※3）
学生納付特例

一　部　納　付（※2）
全額免除納　付

　　　　免除等の種類 

未　　納納　　付

入らない入る入らない入る入る入る
受　給　資　格
期　　　　　間

老　
　

齢

基
礎
年
金 されないされないされない

一　部
される

２分の１
される

される
年　金　額　に
計　　　　　算

入らない入る入らない入る入る入る
障害基礎年金・遺族基
礎年金の受給資格期間

（※２）「一部納付」は保険料の一部を納付することにより、残りの保険料の納付が免除となる制度です。

　　　　一部保険料を納付しなかった場合は、その期間の一部免除が無効（未納と同じ）となりますのでご注意ください。

（※３）「納付猶予」は被保険者本人が30歳未満の場合に限り利用でき、世帯主の前年所得を除外して審査されます。

　●問い合わせ先　小諸年金事務所　　�0267－22－1080

　　　　　　　　　市民課国保年金係　�62－1111 （代）
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災
害
時
等
に
お
け
る

   
要
援
護
者
受
け
入
れ
協
定
締
結

　

市
内
で
災
害
等
が
発
生
し
た
際
、

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
が
い

者
な
ど
の
要
援
護
者
を
緊
急
受
け

入
れ
す
る
協
定
が
、
市
と
市
内
に

介
護
老
人
福
祉
施
設
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
施
設
な
ど
を
も
つ
８
法
人
で

結
ば
れ
ま
し
た
。
今
回
の
協
定
に

よ
り
、
避
難
所
で
の
生
活
が
困
難

で
援
護
が
必
要
に
な
る
方
が
、
安

心
し
て
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月　

日
に
行
わ
れ
た
締
結
式

２９

で
は
、
法
人
を
代
表
し
て（
福
）ち

い
さ
が
た
福
祉
会
の
太
田
心
平
理

事
長
が
「
施
設
運
営
者
と
し
て
市

と
協
力
し
、
役
割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

協
定
を
締
結
し
た
法
人
は
次
の

と
お
り
で
す
。

受　入
施設数

法　　人　　名

６
社会福祉法人
　ちいさがた福祉会

２医療法人学思会

７医療法人緑風会

６
社会福祉法人
　みまき福祉会

1株式会社ふれあい

1
特定非営利活動法人
　普通の暮らし研究所

1
特定非営利活動法人
　おもいやり乙女平

1
株式会社
　ライフサポート陽心

▲花岡市長と法人関係者で記念撮影

 
４
月
１
日
よ
り
北
御
牧
地
区
が
、

 
上
田
警
察
署
の
管
轄
に
な
り
ま
す

　

県
警
察
組
織
再
編
整
備
計
画
に

よ
り
、
望
月
警
察
署
が
管
轄
し
て

き
た
北
御
牧
地
区
が
４
月
１
日
よ

り
上
田
警
察
署
の
管
轄
に
変
わ
り

ま
す
。
大
日
向
と
八
重
原
の
２
か

所
の
駐
在
所
は
、
上
田
警
察
署
の

管
轄
で
存
続
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
全
域
が
上
田
警
察
署
の
管

轄
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

※
望
月
警
察
署
は
、
３
月　

日
ま

３１

で
通
常
の
業
務
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

企
画
課
企
画
調
整
係

　
　

�　

－

５
８
９
３

６４

 
望
月
警
察
署
で

『
地
域
の
皆
さ
ま
に
感
謝
す
る
会
』  
開
催

　

２
月
９
日
、
佐
久
警
察
署
へ
統

合
、
川
西
庁
舎
と
な
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
望
月
警
察
署
で
『
地
域
の

皆
さ
ま
に
感
謝
す
る
会
』
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
花
岡
市
長
の
ほ
か
、

北
御
牧
地
区
や
旧
望
月
町
、
立
科

町
、
旧
浅
科
村
の
関
係
者
が
出
席

し
、
第　

代
望
月
警
察
署
長
と
な

５０

る
伊
藤
和
彦
署
長
が
「
組
織
が
変

わ
っ
て
も
警
察
の
使
命
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
皆
さ
ま

の
協
力
に
よ
り
県
内　

署
の
な
か

２５

で
も
犯
罪
や
交
通
事
故
の
発
生
率

が
低
い
こ
と
、
地
域
に
愛
さ
れ
、

支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

▲
署
員
と
整
列
し
、
あ
い
さ
つ
す
る

　

伊
藤
署
長
（
左
）

「
の
ぼ
り
旗
」
の

　
　
  
有
効
活
用
を
―

　

１
月　

日
に
、「
お
ら
ほ
の
東

１７

御
市
み
ん
な
で
守
ろ
う
会
」
の
呼

び
か
け
で
、
更
な
る
安
全
安
心
な

街
づ
く
り
を
目
指
し
の
ぼ
り
旗
の

お
披
露
目
の
会
と
大
行
進
が
、
大

勢
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
参
加
に
よ

り
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
こ
と
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
旗
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
安
全
安
心
の
よ
り
所
と
し
て
の

活
用
の
ほ
か
、
万
引
き
防
止
や
不

審
者
の
侵
入
防
止
、
押
し
売
り
防

止
等
の
犯
罪
抑
止
効
果
も
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
番
の
電
話
番
号
が
入

っ
て
い
ま
す
の
で
、
携
帯
電
話
で

の
通
報
が
気
軽
に
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
１
１
０
番
す

る
よ
う
な
緊
急
性
は
無
い
け
れ
ど
、

警
察
に
知
ら
せ
た
い
こ
と
が
あ
る

時
な
ど
は
、
の
ぼ
り
旗
に
書
か
れ

て
い
る
電
話
番
号
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　　

●
東
御
市
警
部
交
番

　
　

�　

－

０
１
０
４

６２

　

●
生
活
環
境
係

　
　

�　

－

５
８
９
６

６４
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『
悪
質
商
法
か
ら
お
財
布
を
守
ろ
う
』

   
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

　
　
　
　
　

設
置
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

　

現
在
の
社
会
は
ス
ト
レ
ス
社
会
で
す
。

子
ど
も
の
い
じ
め
や
大
人
の
う
つ
病
傾
向

の
増
加
な
ど
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

現
代
の
生
活
に
疲
れ
た
人
が
ど
ん
な
生
活

を
す
る
と
、
元
気
が
回
復
で
き
る
か
ヒ
ン

ト
に
な
る
山
村
留
学
生
の
生
活
を
紹
介
し

ま
す
。

　

こ
れ
は
南
佐
久
郡
Ｋ
村
で
の
例
で
す
。

山
村
留
学
生
に
は
都
会
の
生
活
で
自
然
と

離
れ
た
生
活
を
し
て
き
た
子
ど
も
が
多
く

い
ま
す
。
肥
満
傾
向
で
あ
っ
た
り
、
基
本

的
生
活
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
子
も

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も
が
い
ま
す

が
、
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
で
1
年
ぐ
ら
い

生
活
す
る
と
生
活
の
乱
れ
が
無
く
な
り
日

々
意
欲
的
な
生
活
に
な
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
の
生
活
の
基
本
方
針
は
、

１
、
早
寝
早
起
き
（
年
間
6
時
に
は
起
床
、

駆
け
足
と
ラ
ジ
オ
体
操
、
消
灯　

時
）

１０

２
、
十
分
に
歩
く
（
普
段
は
車
に
乗
ら
な

い
）

３
、
テ
レ
ビ
視
聴
は
1
日
1
時
間
ぐ
ら
い

と
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
他
、

三
食
し
っ
か
り
食
べ
る
、
洗
濯
な
ど
身
の

ま
わ
り
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
、
半
年
間

は
農
家
に
入
り
農
作
業
の
手
伝
い
を
す
る

な
ど
が
重
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

留
学
セ
ン
タ
ー
に
来
た
時
は
肥
満
で
よ

く
走
れ
な
か
っ
た
子
が
、
1
年
後
に
は
ス

ラ
ッ
と
し
た
体
型
に
な
り
、
し
っ
か
り
走

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
標
高
1
0
0

0
メ
ー
ト
ル
の
地
で
冬
の
朝
6
時
に
起
床

し
、
駆
け
足
や
ラ
ジ
オ
体
操
が
出
来
な
か

っ
た
子
が
、
ひ
と
冬
越
す
と
平
気
に
な
り

元
気
一
杯
活
動
し
ま
す
。
ま
た
、
洗
濯
な

ど
自
分
の
仕
事
も
仲
間
と
楽
し
く
こ
な
し

ま
す
。
テ
レ
ビ
を
見
な
く
な
る
と
、
ト
ラ

ン
プ
や
コ
マ
回
し
な
ど
の
集
団
遊
び
を
す

る
よ
う
に
な
り
、
積
極
的
な
活
動
が
多
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

指
導
員
の
先
生
方
の
熱
心
な
指
導
や
特
別

体
験
学
習
と
し
て
の
キ
ャ
ン
プ
、
競
歩
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
学
習
が
仕
組
ま
れ
た

生
活
の
成
果
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど

も
、
こ
こ
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
早
寝
早
起
き
、

車
な
し
、
テ
レ
ビ
な
し
、
仲
間
あ
り
の
生

活
が
い
か
に
健
康
に
よ
い
生
活
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
の
簡
単
そ
う
に
見
え
る
ひ

と
昔
前
の
生
活
を
、
今
家
庭
で
実
現
す
る

の
は
至
難
の
業
で
す
が
、
健
康
な
生
活
を

取
り
戻
す

の
に
は
ど

う
す
れ
ば

よ
い
か
を

実
証
し
て

い
る
山
村

留
学
生
の

姿
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
少
し
で
も
食
い
止
め
よ

う
と
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

た
生
活
を
考
え
て
い
る
お
宅
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
太
陽
光
発
電
装
置
に
よ
る
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
は
、
国
や
市
で
も

補
助
金
制
度
を
設
け
て
推
進
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
電
話
や
訪
問
販
売
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
不
意
の
電
話
勧
誘

や
訪
問
販
売
に
よ
り
そ
の
場
で
契
約
を
さ

せ
る
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
で
き
な
い
と

説
明
す
る
悪
質
な
業
者
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
り
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
訪
ね
て
き
た
ら
、
必

ず
販
売
目
的
を
聞
き
、不
要
で
あ
れ
ば

「
お
断
り
し
ま
す
」と
は
っ
き
り
断
る
こ

と
。

　
　

訪
問
販
売
で
は
、
必
ず
販
売
業
者
の

氏
名
・
名
称
と
訪
問
の
目
的
（
何
の
商

品
の
販
売
で
）
を
告
げ
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
太
陽
光
発
電
装
置
の
設
置
費
用
の
回
収

は
、
諸
条
件
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
す

ぐ
に
元
が
取
れ
る
と
か
、
充
電
し
て
す

ぐ
費
用
が
回
収
で
き
る
等
と
い
う
セ
ー

ル
ス
ト
ー
ク
や
、
工
事
を
急
が
せ
る
業

者
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
償
却
年
数
﹈ ＝

　

﹇
初
期
費
用
﹈÷﹇
年
間
の
削
減
光
熱
費
﹈

③
契
約
す
る
場
合
は
、
複
数
の
業
者
か
ら

見
積
り
を
取
り
、
十
分
比
較
検
討
し
て

か
ら
契
約
し
、
必
ず
契
約
書
面
を
受
け

取
り
ま
し
ょ
う
。

④
電
話
勧
誘
販
売
や
訪
問
販
売
で
の
契
約

は
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら

８
日
以
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
解
約
で

き
ま
す
。

（
長
野
県
企
画
部
消
費
生
活
室
「
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
情
報
」
よ
り
）

　

万
が
一
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
時
は
、
早

め
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

�　

－

８
５
１
７

２７

　
　

市
民
課
生
活
環
境
係

　
　

�　

－

５
８
９
６

６４

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対

す
る
補
助
金
制
度
の
お
問
い
合
わ
せ
は
―

〈
国
へ
の
申
請
〉

（
社
） 長
野
県
環
境
保
全
協
会

　

�
０
２
６－

２
３
７－

６
６
２
０

〈
市
へ
の
申
請
〉

　

企
画
課
ま
ち
づ
く
り
協
働
係

　

�　

－

５
８
９
８

６４

�

�

�

�

����������
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
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ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
に
数
の
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ご
自
分
の
や
り
や
す
い
時
間
を

見
つ
け
て
、
農
繁
期
に
も
、
ぜ
ひ
継
続
し

て
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

少
し
ず
つ
春
の
気
配
を
感
じ
る
時
季
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
農
家
で
は
い
よ
い
よ

農
作
業
も
始
ま
り
出
す
頃
で
す
。
種
ま
き

や
畑
作
り
、
作
付
け
な
ど
な
ど
、
こ
れ
か

ら
次
々
と
仕
事
が
で
て
き
て
、
休
む
暇
が

あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
今
年
も
お
い
し
い
米

や
野
菜
、
果
物
を
た
く
さ
ん
収
穫

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
や
は
り

元
気
な
か
ら
だ
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

人
間
の
か
ら
だ
も
農
機
具
と
同

じ
よ
う
に
、
長
持
ち
さ
せ
る
に
は

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
大
事
で
す
。
農

作
業
は
反
復
運
動
が
多
く
、
偏
っ

た
動
き
で
筋
肉
が
緊
張
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
痛
み
が
生
じ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
農
作
業
が
本
格
始
動

す
る
前
に
、
ご
自
分
の
か
ら
だ
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
し
て
、
ま
ず
は

筋
肉
の
状
態
を
良
く
す
る
「
ス
ト

レ
ッ
チ
ン
グ
（
筋
伸
ば
し
体
操
）」

を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

　

今
回
は
か
ら
だ
の
要（
か
な
め
）

で
あ
る
〝
腰
〞
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
次
の
行
う
際
の
基
本
と
注

意
事
項
を
確
認
し
な
が
ら
、
２
つ
の
ス
ト

レ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

 
か
ら
だ
も

　

農
機
具
と
同
じ
�

�

こ
 
こ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

保
健
師
で
す

『
子
宮
頚
が
ん
』
は

　
　

確
実
に
予
防
で
き
ま
す
！

 翠 
みどり

 川 　 洋  子  保健師
かわ よう こ

  
も
っ
と
、
知
っ
て
ほ
し
い　

　
　
 　
　

子
宮
頚
が
ん
の
こ
と

　

乳
が
ん
、
卵
巣
が
ん
、
子
宮
体
が
ん
な

ど
女
性
特
有
の
が
ん
の
う
ち
、
子
宮
頚
が

ん
は
、
海
外
で
は
罹
患
率
も
死
亡
率
も
減

っ
て
い
る
の
に
、
日
本
で
は
増
加
傾
向
に

あ
る
が
ん
の
1
つ
で
す
。

  
若
く
て
も
な
り
や
す
い
子
宮
頚
が
ん

　

日
本
で
は
毎
年
8
、
0
0
0
人
か
か
り
、

2
、
5
0
0
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
る

子
宮
頚
が
ん
。
特
に　

歳
〜　

歳
代
の
女

２０

３０

性
に
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

  
誰
も
が
か
か
る
可
能
性

　
 
け
れ
ど
、
防
ぎ
や
す
い
が
ん
で
す

　

子
宮
頚
が
ん
の
主
な
原
因
は
、
H
P
V

（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）。
H
P

V
感
染
は
非
常
に
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
、

性
交
渉
を
通
し
て
人
か
ら
人
へ
感
染
し
ま

す
。
生
涯
の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
の
人
（　
８０

％
）
は
H
P
V
に
感
染
し
ま
す
。

　

子
宮
頚
が
ん
は
、
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で

き
ま
す
。
海
外
で
は
1
0
0
か
国
以
上
で

使
用
さ
れ
、

日
本
で
も
、

昨
年　

月
１２

か
ら
販
売

さ
れ
る
よ

う
に
な
り

ま
し
た
。

  
検
診
が
と
て
も
効
果
的

　
　

し
か
し
、
受
診
率
は
わ
ず
か　

％
２０

　

子
宮
頚
が
ん
は
、
検
診
の
有
効
性
が
科

学
的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、

日
本
の
検
診
受
診
率
は
、
欧
米
の　

〜　
７０

８０

％
に
比
べ　

％
と
低
い
の
が
現
状
で
す
。

２０

前
が
ん
状
態
も
発
見
で
き
る
子
宮
頚
が
ん

検
診
を
ぜ
ひ
習
慣
に
！

※
3
月
は
、「
検
診
申
し
込
み
」
取
り
ま
と

　

め
月
で
す
。

１
、
呼
吸
は
普
通
に
。

２
、
反
動
を
つ
け
ず
に
、
ジ
ワ
ァ
〜

　
　

っ
と　

秒
以
上
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。

２０

３
、「
痛
い
」
と
感
じ
る
少
し
手
前
の
姿

勢
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

４
、
形
だ
け
真
似
て
も
効
果
は
ゼ
ロ
、

伸
ば
し
た
い
部
位
を
意
識
し
ま

し
ょ
う
。

各国の受診率（％）

23.7日　　　　本

82.6ア メ リ カ

74.9フ ラ ン ス

72.0スウェーデン

69.8イ ギ リ ス

55.9ド イ ツ

OECD （経済協力開発機構）
ヘルスデータ2007

子宮頚がんの発症率と死亡率

（
人
口　

万
人
あ
た
り
）

１０

年齢 2007年　国立がんセンター
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〈広告欄〉　

 ３月の納税 （納期限３月31日）

�国民健康保険税（普通徴収）（１０期）

�後期高齢者医療保険料（普通徴収）（９期）

�介護保険料（普通徴収）（９期）

こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

＋６（＋６）１５（１５）３（３）１２（１２）件数

＋４（＋４）１４（１４）１（１）１３（１３）傷者

±０（±０）０（０）０（０）０（０）死者

市内交通事故統計　１月分　　　　　　

１月３１日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の１月の出動件数＝

火災　３件（３件）　救急91件（91件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成2１年１月平成22年１月

13.6℃（２9日） 16.4℃（２0日） 最高気温

－11.4℃（16日） －11.1℃（１７日） 最低気温

0.4℃　　　　－0.1℃　　　　平均気温

72.7％　　　　76.9％　　　　平均湿度

35.5㎜　　　　0.5㎜　　　　降 水 量

住宅用火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

軽自動車の廃車、名義変更

　手続きはお済みですか？
　軽自動車税は４月１日現在で所有されている方に、

その年度の軽自動車税を課税し、納めていただきます。

仮に４月２日に廃車にしたとしても、その年度につい

ては４月１日に所有している方が納税義務者となり、

軽自動車税を納めなければなりません。また自動車税

と異なり、月割課税というものがないため、４月２日

以降に軽自動車を購入した場合は次年度以降の課税と

なります。

　また、「すでに名義変更をした」「もう車両がない」

等のお問い合わせをいただくことがありますが、納税

通知書が届いたということは名義変更、廃車等の手続

きをしていないことが考えられますので、名義変更や

廃車等の手続きをした方と連絡をとっていただき、手

続きをしてください。

　原動機付自転車（１２５cc以下のバイク）、小型特殊自

動車、農耕用作業車等の東御市（旧東部町、旧北御牧

村）ナンバーについては、税務課住民税係か総合支所

地域振興係にて、それ以外の軽乗用、軽貨物等の長野

ナンバーの軽自動車については現住所地管轄の陸運事

務所などで手続きをしてください。

　

　●問い合わせ先

　　税務課住民税係　�64－5877

■おわびと訂正
　２月号２０ページ「消防団出初式」の記事で、写真の
紹介に誤りがありました。正しくは、「東御市消防団
が県消防協会表彰を受けました」でした。
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とうみ

ななななななななななるるるるるるるるるるほほほほほほほほほほどどどどどどどどどどなるほど
TTTTTTTTTThhhhhhhhhheeeeeeeeeeThe

ごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみごみ（（（（（（（（（（ggggggggggoooooooooommmmmmmmmmiiiiiiiiii））））））））））（gomi）
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クリーンリサイクル係  �63－6814

 
４
月
か
ら

 
「
資
源
物
」 の
出
し
方
が

 
一
部
変
わ
り
ま
す

　

資
源
物
の
出
し
方
を
、
も
う

一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

切
り
替
え
は
、
各
区
の
衛
生
委

員
長
の
指
示
や
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
の
表
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
新
聞
紙
・
広
告
」

　

新
聞
紙
と
広
告
（
折
込
チ
ラ

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

シ
）
は
一
緒
に
し
ば
っ
て
出
せ

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

そ
れ
以
外
の
も
の
は
混
ぜ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
雑
誌
、
雑
紙
等

が
混
ざ
る
と
全
部
が
雑
紙
扱
い

と
な
り
、
資
源
単
価
が
大
幅
に

下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
雑
誌
・
雑
紙
・
本
」

　

今
ま
で
「
雑
誌
・
雑
紙
・
書

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

類
」
と
「
厚
紙
・
菓
子
箱
類
」

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

と
分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

緒
に
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

で
き
る
だ
け
大
き
さ
を
そ
ろ
え

て
、
し
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
衣
類
等
」

　

衣
服
と
し
て
着
る
こ
と
が
で

き
る
物
の
ほ
か
、
毛
布
・
敷
布

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

・
ふ
と
ん
カ
バ
ー
・
タ
オ
ル
・

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

帽
子
等
の
身
の
回
り
品
も
出
す

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

す
。
た
だ
し
、
汚
れ
・
水
濡
れ
・

�
�

�
�破

れ
が
あ
る
も
の
、
は
切
れ
・

ボ
ロ
布
・
毛
糸
・
枕
・
ふ
と
ん

・
マ
ッ
ト
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
類
・

ペ
ッ
ト
で
使
用
し
た
も
の
は
出

せ
ま
せ
ん
。

　

布
・
ビ
ニ
ー
ル
等
で
包
ま
ず
、

ひ
も
で
十
字
に
し
ば
っ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
」

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
は　

枚
ぐ
ら
い

１０

で
束
ね
て
く
だ
さ
い
。
貼
ら
れ

て
い
る
ガ
ム
テ
ー
プ
や
伝
票
は

で
き
る
だ
け
取
り
除
い
て
く
だ

さ
い
。

〈広告欄〉

　

市
で
は
、
ご
み
の
削
減
に
向

け
て
生
ご
み
を
無
く
す
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。
１
月
に
市

民
有
志
が
集
ま
り
、
生
ご
み
リ

サ
イ
ク
ル
研
究
会
が
発
足
し
ま

し
た
。

　

２
月　

日
に
は
、
２
回
目
の

１２

研
究
会
が
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
手
軽
に
始
め
ら
れ

る
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
た
生

ご
み
の
た
い
肥
化
の
方
法
を
学

び
ま
し
た
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の

ふ
た
を
立
て
、
ガ
ム
テ
ー
プ
で

補
強
し
た
容
器
を
作
成
し
、
新

聞
紙
を
底
に
敷
い
た
後
、
腐
葉

土
や
米
ぬ
か
、
ピ
ー
ト
モ

ス
な
ど
を
資
料
に
記
載
さ

れ
た
分
量
で
箱
に
詰
め
、

基
材
作
り
を
体
験
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
各
家
庭
に

持
ち
帰
り
、
生
ご
み
の
た

い
肥
化
に
挑
戦
し
ま
す
。

い
く
つ
か
あ
る
処
理
方
法

や
基
材
の
中
か
ら
、
市
内

で
普
及
し
や
す
い
方
法
を

研
究
し
、
３
月
に
開
催
予

定
の
次
回
研
究
会
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
や
感
想

を
持
ち
寄
り
検
討
し
ま
す
。

　

参
加
し
た
会
員
か
ら
は
、

「
初
め
て
の
取
り
組
み
を

楽
し
ん
で
や
っ
て
み
た
い
」、

「
何
度
か
試
し
た
が
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で

し
っ
か
り
学
び
た
い
」、「
区
の

役
員
を
や
っ
て
い
る
の
で
区
内

に
普
及
さ
せ
、
区
の
花
壇
に
も

活
用
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

※
市
報
と
う
み
２
月
号
『
な
る

ほ
ど
Ｔ
ｈ
ｅ
ご
み
』
で
掲
載
し

ま
し
た
が
、
生
ご
み
の
た
い
肥

化
が
市
内
に
普
及
す
る
こ
と
で
、

Ｃ
Ｏ
２

や
ご
み
処
理
コ
ス
ト
な

ど
の
削
減
が
図
れ
ま
す
。

断面が波状のものがダンボー
ルです

 
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
で
生
ご
み
の
た
い
肥
化

　
　
　
　
　

〈
東
御
市
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
研
究
会
発
足
〉▲腐葉土などの重さを測り、箱の中へ
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吹雪のなか、全力滑走
東部中の関さん全国大会で９位入賞

　２月５日、岩手県八幡平市で行われた「第４７回全国中学校
スキー大会」ジャイアントスラローム（大回転）で、東部中
３年の関洸輔さんが９位入賞しました。
　当日は－１６℃、吹雪で視界が２０ｍという悪条件の中でした
が、練習量は負けていないという自信がみなぎる表情で大会
に臨んでいたとスキー部顧問の坂巻主太教諭は大会を振り返
りました。関さんは「全国の舞台で自分の力が通用し、とに
かくうれしい。先生やコーチの皆さんに感謝しています」と
喜びの声を聞かせてくれました。

（２０１０年３月）

　２月１８日から２４日までの７日間、ＪＲ長野駅構内で
「くるみの里　東御市エキナカビストロ」が開催されま
した。食の掘り起こしアドバイザーである藤木徳彦さん
が考案した、市の隠れた食材サフォークや名産のくるみ
などを使ったメニューが並び、長野駅を利用する人など
で賑わいました。
　２月９日には、オープンに先立ち料理のお披露目会が
行われ、藤木さんは「お客様と積極的に話し、食材の良
さや市のＰＲをしたい。市内の方にも地元産の食材を堪
能してもらいたい」と話していました。

 地域の里山を守る取り組みが評価
森林づくり賞最優秀賞など受賞

　林業への理解を深め、健全な森林の育成と山村地域の
振興を図ることを目的として開催されている「第１４回木
と緑のフォーラムin上小」において、田沢地域森林環境
整備推進委員会（田中好夫委員長）の皆さんが森林づく
り賞最優秀賞、祢津小６年の別府小雪さんが野鳥愛護ポ
スター原画の部の優秀賞を受賞しました。
　同委員会の皆さんは、地域の里山整備に積極的に取り
組み、維持保全活動を行うなど先駆的な活動内容が高く
評価されました。また、別府さんは応募総数３６作品の中
から見事入選しました。

▲表彰式会場で【写真左から小林俊洋コーチ（湯の丸スキーク
　ラブ）、関さん、坂巻教諭】

▲味工房ゆらり竹内爾恵子さんの実践発表

とうみの特産品の発信、地元の味を堪能
エキナカビストロ開催

家庭で味わい楽しむ、地域のめぐみ
『味のセミナー』開催

　２月７日、総合福祉センターで平成２１年度東御市味の

セミナーが行われました。今年度は米に注目し、米の粉

で作ったパンを学校給食へ供給する味工房ゆらりの取り

組みが実践発表として紹介されました。また、会場には

自慢の米や米粉料理の展示コーナーや米粉のパンなどの

販売コーナーが設けられていました。

　参加した皆さんは、最も身近な食材である米について

認識を深めていました。

▲

オ
ラ
ホ
ビ
ー

ル
や
ワ
イ
ン

特
区
１
号
ワ

イ
ン
も
用
意

さ
れ
た

▲賞状を手に記念撮影

　

料
理
を
前
に

　

抱
負
を
話
す

▲

藤
木
シ
ェ
フ
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とうみ

で
き
ご
と
短
信

１
・　

▼
ふ
れ
あ
い
ト
ロ
ン
セ
ン
タ
ー

２３

「
ほ
た
る
の
湯
」
来
館
者　
１０

万
人
達
成
セ
レ
モ
ニ
ー

１
・　

▼
区
長
会
（
中
央
公
民
館
）

２６

２
・　

▼
第
４
回
長
野
県
小
学
生
「
長

１４

野
米
カ
ッ
プ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
」（
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
・
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
連
盟
主
催
、
中
央
公
園
第

１
体
育
館
）

●綱引き男子
　優勝…南部　２位…畔田　３位…布下／田之尻
●綱引き女子
　優勝…南部　２位…北部・御牧台　３位…中八重原／島川原
●卓球団体
　優勝…芸術むら　２位…島川原　３位…本下之城
●バスケットボール
　優勝…八反田　２位…北部・御牧台　３位…南部／田之尻
●ゲートボール
　優勝…布下　２位…本下之城　３位…羽毛山／宮

平成２１年北御牧公民館冬季スポーツ大会結果
（２月１４日、ふれあい体育館ほか）

　２月５日より５日間、市内５地区のコミュニティーセン
ターなどを会場に東御市まちづくり説明会が開催され、合計
３２２名の市民が参加しました。
　このような説明会は初の開催となり、市が平成２２年度に行
う主要な事業を取り上げ、新年度が始まる前にあらかじめ市
民の皆さんの理解と要望を聞くことを目的に行われました。
今回説明がされたのは、市役所庁舎を増改築（図書館合築）
する「舞台が丘整備基本計画」と今年１０月開局を目指す「コ
ミュニティＦＭ放送」についての２事業で、参加した皆さん
は熱心に耳を傾けていました。

東御市まちづくり説明会開催

（２０１０年３月）

▲綱引き会場のようす

宮中「歌会始」で入選
　関義豊さん（大石）が応
募した歌が、平成２２年歌会
始で全国より応募があった
23,000点の中で佳作に選
ばれました。
　今年のテーマは光。作品
は、関さん宅近所のお気に
入りの場所を歌にしたもの
です。

 『頑として
 圃場整備を断りし
 古田の堰に蛍の光る』

　女性の立場から農村社会発展の実践的リーダーとして、
女性農業者を認定する県農村生活マイスターに、若林とし
子さん（中屋敷）、長岡里枝さん（大石）、中村昭子さん

（御牧原南部）が
認定されました。
５回の研修が大変
勉強になったこと、
後継者不足や農繁
期の人手不足など
の地域課題につい
て話を聞かせてく
れました。

農村社会のリーダーとして

▲意見や要望も寄せられました
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▼
西
部
保
育
園
と
東
御
清
翔
高
校
の

交
流
会
を
取
材
し
ま
し
た
。
高
校
生

た
ち
に
話
を
聞
く
と
み
ん
な
「
楽
し

い
！
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
す
。

園
児
た
ち
も
、
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
が
大
好
き
で
片
時
も
離
れ
よ
う
と

し
ま
せ
ん
。
こ
の
日
は
、
全　

回
１０

あ
っ
た
交
流
会
の
最
終
回
で
、
手
作

り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
交
換
し
合
い
、

会
場
は
「
た
の
し
か
っ
た
」「
あ
り

が
と
う
」
の
言
葉
と
笑
顔
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
▼
園
児
が
見
送

る
帰
り
際
、
一
人
の
男
子
高
校
生
が

「
○
○
ち
ゃ
ん
が
初
め
て
名
前
を
呼

ん
で
く
れ
た
」
と
先
生
に
話
し
て
い

ま
し
た
。
聞
け
ば
、
最
初
に
ペ
ア
を

組
ん
だ
女
の
子
が
恥
ず
か
し
い
の
か

彼
の
名
前
を
ず
っ
と
呼
ん
で
く
れ
な

か
っ
た
の
だ
と
言
う
。
勇
気
を
出
し

て
名
前
を
呼
ん
だ
で
あ
ろ
う
女
の
子

の
こ
と
、
嬉
し
そ
う
に
話
す
彼
の
笑

顔
に
、

交
流
会

を
通
じ
、

園
児
・

高
校
生

が
と
も

に
成
長

し
た
こ

と
を
感

じ
る
瞬

間
で
し

た
。　
　
　
　

（
市
報
担
当　

大
塚
）

編

集

後

記

世帯数

11,465世帯（－４）

総人口

31,769人（－24）

男 15,589人 （－１０）

女 16,180人 （－１４）

（２月１日現在）

人の動き

転入   56人（－１０）

転出   82人（＋２８）

出生  20人（±０）

死亡  18人（－８）

 ※カッコは１月対比

ち
に
食
を
通
し
て
伝
え
た
い
こ
と
を
生

産
・
流
通
・
食
べ
方
・
残
菜
の
再
生
な
ど

一
つ
ひ
と
つ
具
体
的
に
話
し
合
っ
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
方
法
で
伝
え
て
い
け
る
の

か
？
食
に
関
わ
っ
て
い
る
多
く
の
人
が
、

同
じ
方
向
性
で
変
わ
ら
ず
発
信
し
て
い
け

る
シ
ス
テ
ム
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
販
路
・
生
産
加
工
・
流
通
グ
ル
ー
プ

　

東
御
市
に
あ
る
食
材
の
発
掘
、
発
信
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
会
員
内
で
学
び
合
い
、
市
内
で
生
産
さ

れ
た
野
菜
な
ど
を
利
用
し
た
お
菓
子
の
開

発
・
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　　

只
今
、
食
育
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
入

会
し
て
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

　

「
食
育
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
は
、

『
と
う
み
食
育
の
里
プ
ラ
ン
』
の
市
民
運

動
と
し
て
、
食
育
の
輪
を
更
に
広
め
、
と

う
み
の
食
を
支
え
る
拠
り
所
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。

　

現
在
の
会
員
数
は
、
個
人　

名
、
６
つ

１２

の
団
体
が
集
ま
り
、
目
的
ご
と
に
３
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
次
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

●
郷
土
食
グ
ル
ー
プ

　

古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
料
理
を
次

の
世
代
に
伝
え
た
い
、ま
た
、新
し
い「
と
う

み
の
味
」
を
創
り
た
い
、
と
い
う
想
い
か

ら
、 〝
く
る
み
お
は
ぎ
〞
や 
〝
そ
ば
す
い
と

ん
〞
を
食
べ
た
り
、
そ
ば
打
ち
を
体
験
し

た
り
し
な
が
ら
発
信
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。

●
学
校
給
食
・
子
ど
も
の
食
グ
ル
ー
プ

　

食
育
の
「
育
」
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た

　

「
春
は
芽
の
も
の　

夏
は
葉
の
も
の　

秋
は
実
の
も
の　

冬
は
根
の
も
の
」

　

家
族
の
た
め
に
季
節
感
の
あ
る
地
場
産

の
野
菜
を
使
っ
て
、
食
事
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
も
仲
間
に
入

れ
ま
し
ょ
う
。
家
で
採
れ
た
も
の
な
ら
最

高
で
す
ね
。
き
っ
と
、
食
卓
の
会
話
も
弾

み
ま
す
。
さ
さ
や
か
で
も
満
足
感
に
包
ま

れ
た
心
豊
か
な
家
庭
が
築
か
れ
て
い
く
で

し
ょ
う
。

　

と
う
み
食
育
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

小
林　

妙
子

　

【
事
務
局
】
健
康
保
健
課
保
健
係
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食
育
で
家
族
も
社
会
も
『
と
も
そ
だ
ち
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
食
育
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〜
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